
見る者を魅了する流麗なフォルム。
日本車史上、もっとも美しいスタイル。

今なお語り継がれる伝説のグランドツーリングカーを再現！

トヨタ2000GT

1:10SCALE
全長 417mm

3



Approved by TOYOTA MOTOR CORPORATION

今号では、エンジンの右側面に「オイルフィルター」と「オイルプレッシャー センダ 
ゲージ」を、左側面のキャブレター外側に「インテーク エア コネクター」を取り付け、
そこに「コーションシールA」を貼り付ける。作業自体は簡単だが、コーションシール
を貼り付ける作業は慎重に行おう。

キャブレターに、
インテーク エア コネクターを
取り付ける

今号の作業

オイルプレッシャー センダ ゲージを真っす
ぐに押し込んで、エンジンの右側面に取り
付ける。

3

2

1

4

写真で示した位置に①オイルプレッシャー 
センダ ゲージをセットする。

エンジンブロックを用意し、5号で取り付けた
マニホールド（前）を取り外す。これは、今号
での作業をスムーズに進めるための一時的
な処置だ。

次に②オイルフィルターを用意し、写真で示
した穴にセットする。この穴の奥には、シリン
ダーブロック左右を固定するビスがあり、オ
イルフィルターを取り付けることによって、ビ
スを隠すわけだ。

①オイルプレッシャー
　センダ ゲージ
②オイルフィルター
③コーションシールA
④インテーク エア コネクター
⑤ロングタイプドライバー（1番）

① ②

③

④

⑤

今号のパーツ

使用する道具
・ピンセット
（2号で提供したもの）

用意するもの
・エンジンブロック
（5号で組み立てたもの）

組み立てガイド

※パーツ③は④に貼り付けられた状態で提供されます
※セット品⑤は写真とデザインが異なります

※マニホールド（前）を取り外す際は左右の
ボスを破損しないように注意してください。
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上面が斜めになる

オイルフィルターを真っすぐに押し込んで、エ
ンジンの右側面に取り付ける。

エンジンを正面から見た状態。インテーク 
エア コネクターの上面が、キャブレターに対
して“斜め”になっていれば、正しく取り付け
られている。

5

10

6

1 で取り外したマニホールド（前）を取り付
ける。

9

キャブレター側のピンを、ポストの穴に奥ま
で押し込む。

8

キャブレターから突き出している2本の取り
付けピンを、インテーク エア コネクター内
側に設けられたポスト（円筒形の支柱）の穴
にセットする。

7

ピンセットを使って③コーションシールAを
台紙からはがし、写真を参照して④インテー
ク エア コネクター上面に貼る位置を決め
る。位置決めをしたらシールの端部分を貼り
付け、シールがゆがまないよう注意しながらイ
ンテーク エア コネクターに貼り付ける。

これで今号の作業は完了だ。エンジンブロッ
クに、少しずつではあるがパーツが取り付けら
れ、号を重ねるごとにリアリティーが高まってい
くのが分かるだろう。組み立てたパーツは次回
の作業に備え、大切に保管しておこう。

今号の完成

写真では中央より、やや右寄りになっている
のが確認できる。実車に貼ってあるコーション
シールの位置を参考にして、本モデルの完
成度を高めよう。

コーションシールの位置
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今号では、5号で組み立てたマフラーを「エキゾーストセンターパイプ」に取り
付ける。ただし、これらのパーツはシャシーフレームにビスで固定する仕様のた
め、現段階ではマスキングテープによる“仮留め”となる。これは、メッキ処理さ
れたマフラーが転がることによって、表面に傷が付いてしまうのを防ぐためだ。

エキゾーストセンターパイプに
マフラーを取り付ける

今号の作業

①クロスレンチ
②エキゾーストセンターパイプ

①

②

今号のパーツ

使用する道具
・特になし

用意するもの
・マスキングテープ
・マフラー×2
（5号で組み立てたもの）

今号で提供する「エキゾーストセンターパイ
プ」だが、正確には「サブマフラー」も一体成
型されている。実車の排気系は、シャシー
フレーム中央の真下に配されており、
サブマフラーは車体の中央よりやや
後ろに装着される。モデルでは、
一体成型されたパーツを採用す
ることで、初心者でも組み立て
やすい仕様としている。

1

②エキゾーストセンターパイプと、5号で組み
立てたマフラーを用意し、写真で示したエキ
ゾーストセンターパイプ後端部分にマフラー
前端部分をはめ込む。

今号で
作業する箇所

組み立てガイド

※セット品①は写真とデザインが異なります。今号では
使用しません

27

12号



2

4

マスキングテープを用意し、3で組み立てた
マフラーとエキゾーストセンターパイプとの
継ぎ目部分に巻き付けて仮留めをする。

エキゾーストセンターパイプ後端の、写真で
示した部分までマフラーを差し込む。このと
き、マフラーが外れやすくても、最終的には
ビスでシャシーフレームに固定するので、気
にする必要はない。

これで今号の作業は完了だ。モデルに取り付
ける際も写真のような角度になるが、その場合
はビスによって確実に固定されるので、角度の
ズレは解消される。また、この状態で保管すれ
ばメッキ仕様のマフラーが転がることを防げる
ので、表面に傷を付けずに保管できる。

今号の完成

もう1本のマフラーも、同じ要領でエキゾース
トセンターパイプ後端に取り付けておこう。

3
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